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こちらから
動画が視聴できます

加
か

藤
と う

木
ぎ

　直
ただし

　議員

環境センター事業全般
について

《町長》	コスト削減に心がけなければな
らない

加
藤
木　

幾
度
と
質
問
す

る
が
、
現
使
用
の
ご
み
袋

は
破
れ
や
す
い
。
弾
力
性

の
あ
る
も
の
に
な
ら
な
い

か
。
ま
た
、
破
れ
ず
ら
い

袋
は
作
業
に
適
し
て
い
な

い
と
聞
く
が
、
使
う
側
の

立
場
で
考
え
て
ほ
し
い
。

町
長　

行
政
機
関
は
、

コ
ス
ト
削
減
に
心
が
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
使

用
の
ご
み
袋
は
調
達
価
格

が
安
い
。
ま
た
、
か
く
は

ん
作
業
時
に
、
破
れ
や
す

く
燃
焼
効
率
が
よ
く
な
る

利
点
が
あ
る
。

加
藤
木　

袋
の
価
格
は
、

一
枚
当
た
り
わ
ず
か
数
十

銭
の
違
い
だ
。
燃
焼
効
率

は
他
の
処
理
場
で
も
問
題

な
く
行
っ
て
い
る
。
言
い

訳
だ
。
使
用
す
る
町
民
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
る
べ

き
だ
。

加
藤
木　

私
は
、
町
民
が

日
々
困
っ
て
い
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
い
る
。
私
や

桜
井
議
員
が
お
願
い
す
る

こ
と
は
や
ら
な
い
と
言
う

方
が
い
る
が
、
も
し
そ
う

な
ら
町
民
に
申
し
訳
な
い

と
思
う
。
本
当
か
。

町
長　

加
藤
木
議
員
や

桜
井
議
員
が
言
っ
た
か
ら

や
ら
な
い
な
ど
と
そ
の
様

な
答
弁
を
し
た
こ
と
は
な

い
。
全
く
の
誤
解
だ
。

加
藤
木　
私
も
そ
の
様
な

事
は
な
い
と
思
う
。
我
々

で
は
な
く
町
民
の
ほ
う
を

み
て
仕
事
を
し
て
頂
き
た

い
。

　

他
市
町
と
比
べ
少
し
高

い
が
安
く
な
ら
な
い
か
。

町
長　

ご
み
袋
代
だ
け

で
は
な
く
処
理
料
金
も
含

む
と
い
う
考
え
だ
。
安
く

て
も
高
く
て
も
よ
く
な

い
。
し
た
が
っ
て
現
在
の

値
段
に
な
っ
て
い
る
も
の

と
解
し
て
い
る
。

加
藤
木　
昨
年
度
ま
で
赤

字
続
き
の
収
支
状
況
に
つ

い
て
、
今
期
の
途
中
経
過

を
伺
う
。

町
長　

ご
心
配
を
お
か

け
し
た
。
心
を
鬼
に
し
、

中
小
企
業
診
断
士
と
相
談

し
大
幅
な
改
善
を
し
公
社

全
体
で
昨
年
同
時
期
比　

３
，
６
０
０
万
円
の
収
支

改
善
に
成
功
し
た
。

加
藤
木　

良
く
な
っ
た
か

ら
と
安
心
せ
ず
一
番
の
問

題
部
分
を
解
決
す
る
こ
と

が
不
可
欠
だ
。

　
町
内
で
は
大
き
な
組
織

だ
。
議
会
、
民
間
か
ら
各

１
名
の
監
査
員
が
い
る

が
、
専
門
的
知
識
を
持
っ

た
会
計
事
務
所
な
ど
を
入

れ
て
は
ど
う
か
。

町
長　

そ
う
い
っ
た
こ

と
も
今
後
検
討
し
た
い
。

加
藤
木　

大
勢
の
方
が
働

い
て
い
る
。
健
全
な
経
営

を
お
願
い
す
る
。

　
公
社
に
よ
く
労
働
局
が

来
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
労
働
問
題
や
コ
ロ
ナ

助
成
金
の
問
題
が
あ
る
の

か
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

主
な

内
容
は
、
安
全
衛
生
管
理

に
つ
い
て
の
改
善
指
導
で

あ
る
。

加
藤
木　

コ
ロ
ナ
助
成
金

の
問
題
か
と
心
配
し
た
。

町
長　

多
少
の
誤
差
の

よ
う
な
ミ
ス
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
大
き
な
不

正
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と

考
え
る
。

開
発
公
社
全
般
に
つ
い
て

《
町
長
》
昨
年
同
時
期
比　

３
，
６
０
０
万
円

の
収
支
改
善
に
成
功
し
た
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阿
あ

久
く

津
つ

　則
の り

男
お

　議員

《町民課長》  3,000㎡以下は町の許可に変更

県残土条例の改正について

こちらから
動画が視聴できます

阿
久
津　

４
月
か
ら
改
正

さ
れ
る
が
町
条
例
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
。

町
民
課
長　

三
千
平
米
超

は
、
県
。
三
千
平
米
以
下

は
町
の
許
可
に
変
更
。

阿
久
津　

条
例
の
中
で
立

入
調
査
を
行
う
時
は
、
地

主
・
業
者
に
対
し
３
日
前

ま
で
に
通
知
を
出
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
前
日

に
通
知
を
出
す
こ
と
と
変

更
出
来
な
い
か
。

町
長　

法
令
上
、
改
正

が
可
能
か
確
認
出
来
れ
ば

考
え
た
い
。

阿
久
津　

大
網
地
区
の
不

適
正
残
土
搬
入
で
河
川
・

井
戸
水
の
検
査
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

町
民
課
長　

28
項
目
の
検

査
を
し
、
異
常
な
し
で
あ

る
。

阿
久
津　

ド
ロ
ー
ン
で
土

砂
流
出
等
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

町
民
課
長　

ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
空
撮
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
定
期
的
な

調
査
を
実
施
す
る
。

ー
が
訪
問
し
、
安
否
を
確

認
し
て
い
る
。
更
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ

り
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら

し
高
齢
者
に
訪
問
を
行
っ

て
い
る
。

　

対
策
と
し
て
、
見
守
り

協
定
を
結
ん
で
い
る
事
業

者
・
警
察
と
連
携
を
密
に

し
早
期
に
対
応
し
て
い

く
。

孤
独
死
の
状
況
・
対
策
に
つ
い
て

《
長
寿
応
援
課
長
》
見
守
り
協
定
を
結
ん
で
い
る
事
業
者
・
警
察
と
連

携
を
密
に
し
対
応
し
て
い
く

阿
久
津　

孤
独
死
の
状

況
・
巡
回
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
、
更
に
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

長
寿
応
援
課
長　

町
と
し

て
孤
独
死
の
人
数
は
把
握

し
て
い
な
い
。
巡
回
に
つ

い
て
は
民
生
委
員
の
協
力

で
独
り
暮
ら
し
台
帳
を
作

成
・
見
守
り
事
業
を
実
施
。

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

阿
久
津　

町
長
・
議
員
の

選
挙
前
に
大
地
震
が
発
生

し
た
場
合
、
公
職
選
挙
法

で
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

総
務
課
長　

大
規
模
災
害

に
対
す
る
規
定
が
な
い
。

阿
久
津　

議
員
の
選
挙
の

年
は
３
月
に
暫
定
予
算
の

臨
時
議
会
を
開
会
し
て
い

る
が
、
２
月
に
第
１
回
の

定
例
会
と
し
て
開
会
で
き

な
い
か
。

町
長　

十
分
筋
が
通
っ

て
い
る
の
で
検
討
し
た

い
。

阿
久
津　

選
挙
の
開
票
を

コ
ミ
セ
ン
の
研
修
室
で
行

な
っ
て
い
る
が
、
大
地
震

を
考
え
た
場
合
、
免
振
で

建
て
た
本
庁
舎
で
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

検
討
し
て
い
き

た
い
。

阿
久
津　

町
に
独
り
暮
ら

し
高
齢
者
を
登
録
し
、
町

か
ら
携
帯
電
話
に
ラ
イ
ン

で
絵
文
字
な
ど
送
り
、
既

読
す
る
こ
と
で
確
認
が
と

れ
な
い
か
。

町
長　

孤
独
死
対
策
の

ア
プ
リ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
研

究
し
て
み
た
い
。

選
挙
前
に
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

つ
い
て

《
総
務
課
長
》

大
規
模
災
害
に
対
す
る
規
定
が
な
い

不適正残土が搬入された山林（R6.12撮影）
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こちらから
動画が視聴できます

猿
さ る

田
た

　正
ま さ

純
ず み

　議員

町の町政・財政について

《町長》	開かれた行政を目指していく

町
民
の
安
心
・
安
全
を

守
る

猿
田　

大
規
模
自
然
災

害
対
策
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
昨
今
闇
バ
イ
ト
等
に

よ
る
押
し
込
み
強
盗
、
傷

害
、
殺
人
が
起
き
、
夜
も

安
心
し
て
眠
れ
な
く
な
っ

た
。
幹
線
道
路
の
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
と
併
せ
、
各

家
庭
が
自
宅
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
時
に
、
町
か
ら

の
補
助
金
負
担
を
し
て
頂

く
事
は
出
来
な
い
の
か
伺

う
。

町
長　

貴
重
な
提
案
な

の
で
、
来
年
の
予
算
編
成

に
向
け
検
討
す
る
。

猿
田　

サ
テ
ラ
イ
ト
水

戸
よ
り
避
難
所
と
し
て
同

建
物
の
利
用
を
提
案
さ
れ

た
が
、
町
は
断
っ
た
と
聞

く
が
、
理
由
を
伺
う
。

総
務
課
長　

現
在
答
弁
す

る
に
至
ら
な
い
の
で
、
後

程
答
え
る
。

開
発
公
社
に
つ
い
て
伺
う

猿
田　

８
月
26
日
付
け

で
開
発
公
社
の
資
料
を
開

示
請
求
し
た
が
、
町
は
な

ぜ
開
示
出
来
な
い
の
か
。

町
長　

町
役
場
に
な
い

資
料
は
だ
せ
な
い
。

猿
田　

予
備
費
か
ら
の

流
用
や
他
に
も
幾
つ
か
の

不
透
明
な
事
が
あ
る
。
違

法
か
適
法
か
、
現
在
調
査

中
な
の
で
分
か
り
次
第
答

え
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

開
か
れ
た
行
政
を
望
む

猿
田　

町
長
は
開
か
れ

た
行
政
を
目
指
す
と
言
っ

た
が
具
体
的
に
は
。

町
長　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
や
Ⅹ
等
を
利
用
す
る
。

　

町
の
主
要
施
策
、予
算
、

決
算
状
況
は
広
報
紙
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
る
。
住
民
と
の
対
話
も

行
う
。

猿
田　

開
発
公
社
の
決

算
報
告
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
Ｒ
２
年
度
迄
し
か

掲
載
さ
れ
ず
町
民
は
閲
覧

で
き
な
い
。
町
は
行
政
報

告
書
で
公
開
し
て
い
る
が

分
か
り
づ
ら
い
。

ま
ち
づ
く
り
戦
略
課
長　

検
索

し
や
す
い
形
に
改
め
る
よ

う
に
し
た
い
。

猿
田　
国
民
負
担
比
率

の
Ｒ
６
年
度
予
測
を
伺

う
。

財
務
課
長　

Ｒ
５
の
実
績

見
込
み
46
．
１
％
の
数
値

が
示
さ
れ
て
い
る
。

猿
田　

予
測
値
は
50
．

９
％
と
も
い
わ
れ
る
。
22

年
度
は
48
．
４
％
。
国
民

負
担
比
率
と
は
国
民
全
体

の
所
得
に
占
め
る
、
税
金

と
社
会
保
障
費
を
足
し
た

国
民
の
負
担
の
割
合
の
こ

と
。
こ
の
う
ち
社
会
保
障

費
は
労
使
折
半
で
９
．
５

％
、
法
人
税
６
％
合
わ
せ

て
15
．
５
％
差
し
引
き
し

て
単
純
計
算
だ
が
、
年
間

所
得
の
１
／
３
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
総
所
得
年
額
３
０
０
万

円
の
家
庭
は
１
０
０
万
円

が
納
税
に
な
る
。
残
り

２
０
０
万
円
で
月
17
万
円

弱
。
衣
食
住
か
ら
子
育
て

費
用
他
全
て
を
賄
わ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
将
来
の

た
め
の
貯
金
も
ま
ま
な
ら

な
い
。
負
担
比
率
の
高
い

納
税
者
が
行
政
で
税
金
の

使
い
道
に
関
心
の
な
い
人

は
い
な
い
。
町
の
運
用
は

全
て
が
税
金
で
あ
る
。
町

民
に
使
い
道
を
オ
ー
プ
ン

に
す
る
事
は
当
た
り
前
。

　
那
珂
市
は
、
市
民
に
寄

り
添
っ
た
、
市
民
に
開
か

れ
た
行
政
を
す
る
。
日
本

で
も
ト
ッ
プ
３
に
位
置

し
、
合
併
し
た
時
か
ら
進

め
て
い
る
。
こ
の
事
業
は

何
の
た
め
に
、
予
算
は
ど

の
お
金
で
、
そ
し
て
毎
年

検
証
し
、
翌
年
に
繋
げ
て

い
る
。
資
料
は
あ
る
の
で

見
て
欲
し
い
。
町
長
、
こ

こ
ま
で
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

町
長　

開
か
れ
た
行
政

を
目
指
し
て
い
く
。
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議会の動き・研修報告

議 の き動会
栃木県さくら市議会　総務常任委員会の行政視察を受け入れました

≪視察の内容≫
令和６年12月６日

●廃校を利用した地域活性化の
取り組みについて

（七会町民センター「アツマーレ」
の概要について）

●対応議員：三村議長

傍聴者報告
第４回議会定例会
令和６年12月３日～10日

合計49人

日程など詳しいことは議会事務局またはホーム
ページでご確認ください。

TEL.029−288−3111（内線302）
　https：//www.town.shirosato.lg.jp 車いすでの傍聴も出来ます。車いすでの傍聴も出来ます。

傍聴される方は、本庁３階議場前で傍聴受付簿に必要事項を記入し、ご入場ください。
議場の傍聴席の定員は30名です。

次回の定例会は、令和７年３月４日からを予定しています。

ホームページに「議案書」を載せています
定例会の議案書をホームページに掲載して
います。
各議案の詳しい内容については、議案書を
ご覧下さい。

　今回の研修は、いかに議会だよりを読んでいただくか
について、３名の講師それぞれ視点からの講義でした。
　読んでもらうため、手に取ってもらうための、デザイ
ン・レイアウトの仕方、写真の撮影方法なども具体的で、
とても有意義で実りのある研修となりました。
　今回研修で学んだことを取り入れ、町民に読みやすく
関心を持ってもらえる、そして町民参加の広報紙づくり
を心掛けていきたいと感じました。

令和６年９月25日に、全国町村議
会議長会による広報クリニックを受
講して参りました。

研修報告 広報委員会

議会ホームページに、各委員会ごとの研修報告書を載せて
います。ご覧ください。

議会事務局 研修報告
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議会の動き・研修報告

　七ヶ浜町議会は、議会活動の幅を広げるための通年議
会の導入や、広報委員会を常任委員会化し、広報分科会
と広聴分科会を設置することで広聴機能の充実を図るな
ど、様々な議会改革を行っています。
　説明の中で、通年議会は議会主導でできることが増え
る一方で、円滑な議会運営のためには町長との情報共有
やすり合わせがさらに重要になるとのことでした。
　ご出席いただきました七ヶ浜町議会議会議員の皆様と
の質疑応答、意見交換の中で、今後の城里町の議会運営
に参考になることも多く、有意義な研修となりました。

　道の駅たかねざわは、令和２年の既存温泉施設「高根
沢町元気あっぷむら」のリニューアルに向けて道の駅登
録しており、当町の道の駅かつらリニューアルの参考に
なればと、研修先に選定しました。
　高根沢町では、この施設を指定管理者に委任していま
したが、思ったように入場者が増えていないことから今
年度末の指定期間終了後は継続せず、新たに町出資の新
会社を設立し、そちらへの指定管理を予定していること
でした。
　また、元気あっぷむらは温泉施設であるので、やはり
修繕費用などではご苦労されているようでした。当町の
ホロルの湯の運営に通ずるものがあり大変勉強になり今
後の委員会活動の一助になりました。

　地域の未利用資源（生ごみ､ 牛糞、落ち葉、おがこ、
もみがら）のたい肥化や、廃食油からバイオディーゼル
燃料を製造しリサイクルする（場内で軽油に混ぜて使
用）。
　原料の一つである落ち葉について言えば、収集は農家
の冬場の収入源になり、里山の景観も良くなる、収集す
る町民の健康増進にもなるなどのたくさんの良い副産物
がある。
　施設の運営としては、たい肥の販売などで約１千万円
の収入があるのに対し、施設の設備の大規模修繕なども
増えてきており約４千万円の支出があり赤字であるとい
うことでしたが、ごみ処理負担金の抑制、健康増進、自
然環境の美化等、赤字以上の還元があるとのことでした。
隣町にこの様な素晴らしい施設があることを今回の研修
で知ることができ、大変勉強になり感銘を受けました。

令和６年10月31日に、宮城県七ヶ
浜議会を研修して参りました。

令和６年11月13日に、茂木町有機
物リサイクルセンター「美土里（み
どり）館」を視察して参りました。

令和６年11月13日に、道の駅たか
ねざわ元気あっぷむらを視察して参
りました。

研修報告

研修報告

研修報告

議会運営委員会

教育産業常任委員会

総務民生常任委員会

＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊

＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊−＊
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追跡調査・編集後記

　

皆
さ
ん
、
20
年
前
（
平
成
17
年
、

２
０
０
５
年
）
の
出
来
事
を
覚
え

て
い
ま
す
か
。

１
．
衆
議
院
選
で
自
民
圧
勝
、
郵

政
民
営
化
法
成
立

１
．
愛
知
県
で
「
愛
・
地
球
博
」

が
開
催

１
．
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業

　

小
泉
劇
場
、
負
け
ず
嫌
い
の
ラ

イ
ブ
ド
ア
社
長 

堀
江
貴
文
さ
ん
の

想
定
内
（
外
）、
レ
イ
ザ
ー
ラ
モ
ン

Ｈ
Ｇ
さ
ん
の
「
フ
ォ
ー
ー
！
」
の

言
葉
も
流
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
先
人
た
ち
の

努
力
に
よ
っ
て
、
城
里
町
が
誕
生

し
ま
し
た
。
今
年
（
２
０
２
５
年
）

に
は
20
周
年
記
念
式
典
も
開
催
さ

れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
、
10

年
後
、
20
年
後
も
住
み
よ
い
町
を

つ
く
れ
る
よ
う
、
協
力
し
合
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

良
い
機
会
で
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
過
去
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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どうなった？一般質問のその後
　過去に議員が行った一般質問が、その後、町政にどう活かされたのか
追跡調査をしました。

質問

答弁

現在の状況は、こうなっています

統合を目指す

下水道事業について
（令和５年３月）

令和７年度中の完成を目指して工事
を行っている

国として広域化を推進している。城里町
が県内初となる上入野農業集落排水施設
の下水道への統合を目指している。

下水道事業について、広域化の動きはあ
るのか。

令和６年度から、上入野農業集落排水を
公共下水道に接続するための工事を開始
し、令和７年度中の完成を目指して工事
を行っている。工事完了後、公共下水道
への切り替えを行い、供用開始の予定と
なっている。

県の水道事業統合に協力したい

水道事業の方向性について
（令和４年９月）

基本協定の締結に参加し、具体的な
広域化を進める

県全体で水道事業を統合して効率化を図
ることにより、一般会計から水道会計への
持ち出しを減らすことができるので、県
からの提案に協力したい。町の浄水場が
老朽化していくこともあり、早期の統合
を考えている。

安全で強靭な水道を持続させることを目
的とした茨城県水道ビジョンについてど
のように考えているか。

城里町水道事業運営審議会を立ち上げて
広域化の議論を進め、広域化への参加を
推進する旨の中間答申（令和６年10月）を
踏まえ、町議会第４回定例会（令和６年12
月）で広域化への参加について報告した。
令和７年２月に予定されている県が進め
る「統合に関する基本協定」の締結に参加
し、具体的な広域化を進める。


